
調剤室での期限管理

Before

 一番短い期限を確認してリストに記入

 9ヵ月以内のものに赤丸をつける

 9ヶ月以内の期限が複数あれば全て記入

 期限が分からないものはロットを記入し

後で期限を調べる

問題点

手書きのため期限の書き間違い、赤丸の付け間違いがあり

ミス防止の確認に手間がかかる

 年に2回、全ての薬品の期限を確認

 管理課から提供された棚番データを

もとにリストを作成



期限管理システム

午後 1 0 : 0 8

After

物流データをもとにしてリストが作成される



期限チェックアプリ

薬品の外箱のバーコード（販売包装単位コード）を読ませる

あまりにもたくさんあるものは、

期限を目視で確認し異なる期限は全て登録

午後 1 0 : 0 8

原則すべての箱を

読ませる

After



期限チェックアプリ

期限が含まれていない

バーコードを読ませた場合

読めるバーコードが

無い場合 手動で期限やロットを入力する

After

一覧から選択



期限管理システム

 期限が9か月以内のものは赤字

 同じ薬品で複数期限がある場合は

複数行になる

 未登録リストで

登録が済んでいない薬品が分かる

 並び替え機能つき

After

効果

期限の書き間違い、

赤丸の付け間違いがなくなった



期限切れを防ぐための工夫

Before

3か月後の月末で期限が切れる薬品を

ピックアップし、Excelでリストを作成

どの患者に出ているのか確認し、場合によっては院外処方を一時的に院内処方にしてもらうよう医師に依頼

期限切れを防ぐための努力をしている

問題点

Excelでリスト化する際に期限切迫品のピックアップに手間がかかる

ピックアップ漏れが起きることがある

月に1回、期限が近いものをExcelでリストを作成し、印刷して調剤室内で共有



期限切れを防ぐための工夫

After

効果

期限が短い順に並んでいるため、ピックアップが楽になった

ピックアップ漏れもない


